特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会　週刊ニュース　　13年　1月31日　　445号
炭焼き体験学習　　26日　5人参加　　里山農園の山すそがきれいに仕上がりました。
昨年は伐木をもらっての炭焼きでしたが、今年は原木を切り出して行うことにしました。里山農園の周囲にはコナラやクニギが約30年間放置されて大木になっています。当日はこれまでに来ていたベテランの皆さんにご集合いただき、打合せもそこそこにさっそく作業にかかりました。修理していただいたチェンソーが順調に働きこれまでになく順調に進みました。
しかし、それぞれの皆さんは年齢を重ね、注意力も体力も徐々に失ってきていますので、約40分間ごとに休憩を取ることにしました。山下さんは自分のチェンソーを取りに帰っていただきました。片木さんは午後からの予定があるので、一生懸命に汗を流していただきました。朝の気温はかなり低くなかなか体温が上がりませんでした。それでも1時間ほど過ぎると上着を脱ぎました。野小屋が樹木に覆われていて姿が確認できていませんでしたが、伐採が進むにつれてその姿がすっかり見えるようになりました。ここまで進んできますと里山農園の全貌が府道からも明確に眺められるようになりました。少しでも片付けが進みますとずいぶんときれいになるものですね。5人でしたので、小枝の処分や片付けまで手が回らず、運び出しも残った状態でしたが、2時過ぎに作業を終了しました。お昼には芳川さんが特製の栄養満点の豚汁を作っていただき、温かい物を口にできました。
次回の16日には原木の運び出しや釜詰、着火といよいよ炭生産が本番となります。多くの皆さんのご参加ご協力をお願いします。
京都木津川マラソン体制　里山の会はスタッフ延べ70人で支援　
いよいよ明後日第30回京都木津川マラソンが開かれます。ボランティアスタッフの750人が登録いただいて実行されます。これまで30年間開催してきたから、ちょうど手の引く時期ではないかといった意見や、これまで開いてきたのだから継続すべきといった意見が各方面から届いていました。3年前からこの事態を予想して論議を重ねてきましたが、31回目の開催を実行することになりました。
京田辺市への協力要望書提出（次号に内容紹介）　
コースの修復やゲート開閉、水たまり箇所の水抜き対策、廃材を集め扱いやすい寸法切りを行ってのたき火サービス、本部会場や駐車場の年中の雑草除去作業、10月から始める整備協力金負担駐車利用申し込み受付、本当に長丁場な努力、そして当日の選手輸送サービスとしてのタクシー利用案内等への長期にわたる作業を受け持っています。その日だけの作業ではなくこのように大変多くの協力があって基礎が築かれているのです。ご協力いただいているみなさんご苦労様です。前日の土曜日は雨模様なので金曜日の作業を能率よく進めることが求められています。「当日はだめだけれど前日なら」とか「後始末の月曜日は都合がつく」などという方の、ご協力お願いします。山城大橋下とか草内の倉庫にお出かけください。誰かがおります。090‐7100‐3295
12年度活動報告案審議　理事会への報告資料まとまる　　　
昨年の7500人のイベント参加者獲得とまで達成出来ていませんが、6400人の参加者を数えることは確実だと思われます。しかし、事務局としてはかなり無理をしている取り組みも中にはあります。また予期せぬ形で大臣表彰などがあったりしながらの1年でした。
大きな事故もなく次から次へとイベントが開かれますが、すべてが大失敗というものは全くなく、小規模の参加ではあっても貴重な教訓を学んで前に進んでいこうと事務局会議出席者は困難克服することが宿命と頑張ることを誓っています
近畿の子どもの水辺　発表内容と発表者決まる　9日（土）大阪市天満橋　ドーンセンター
里山の会の木津川子ども部会の皆さんは、昨年も年間を通じて観察や調査記録をまとめて発表してきました。かなりベテランの部類に入ってきています。中には中学生になった子どもさんがおられます。発表や活動を通じてクラブ活動で力を発揮しはめておられるように聞いています。子どもの交流発表経験者がどんどん生まれ、養われた地力を発揮されるとうれしいですね。今年も昨年同様思いっきり木津川をアピールしてください。　大いに期待しています。
里山展　19日～24日　　京田辺市中央図書館ギャラリーかんなび　出展方向を確認しました。
「里山」と位置付け、環境大臣表彰を据えて、里山農園の第１次再生の姿をメーンにする方向を確認しました。事務局論議では里山の定義では人手によって管理され暮らしに役立ってきた山から田圃や野原、小川、水路、河川敷や水辺から川、集落に及ぶ範囲を意味するものと、事務会議出席者が認識を一致しました。今回の「里山展」はこうした定義のもとに取組むことにします。そしてサークルによる作品や研究成果や課題の発表の場とします。昨年は180名の方のご記帳をいただきました。昨年以上のみなさんにご案内をしようと誓い合いました。御期待下さい。
木津川展　16日～23日　木津川市山城町　木津川流域センター　
出展希望団体が年々増加し会場が狭くなってきました。うれしい悲鳴です。里山展と重なりますが、こういう事が可能な力量が育ってきていると前向きに考えましょう
25日　国交省に一般競争（指名競争）参加資格審査申請書を提出、受理されました
深田理事長・播川副理事長が大奮闘
予告　「カヌーで下る」を実施　笠置から大阪湾まで
　9月8日（日）笠置　カヌーの発祥の地　記念碑の序幕式
　　　　　　　　カヌーで木津川市まで下る
　14日（土）木津川市から八幡市　流れ橋まで下る　流れ橋　四季彩館宿泊
　　　　　　　途中京田辺市　カヌー教室　　水質調査　木津川の話　
15日（日）八幡市～枚方市　　　枚方　鍵屋宿泊
　　　　　　途中三川合流部　カヌー教室　植物観察　川の話
16日（月）枚方市～大阪市八軒家浜　　
　　　　　　淀川の大橋や沿岸から歓迎のイベント
　　　　　　途中毛間の閘門　カヌー教室　淀川の話　
12年度会計について　
概算収入決算の見込み　850万円　　会費収入43万円（過去最高額？）
　　　　　　　　　　　農業部会の大奮闘で　里山農園25万円の収入
